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定義し,｢他者｣をそれ以外の一切のものと定義する｡であるから ｢他者｣ とは ｢私｣ときわめて
親しく,心の通い合う ｢あなた｣(恋人,友人, 配偶者など)から, もっと疎遠な人々,さらに















父の死は ｢上げ下げ窓の吊り綱が切れ, 窓がバクリと閉まる｣ イメージで表されている｡彼女は
｢外界｣と遮断されてしまったのだ｡彼女は窓を押し上げ,突っかい棒を立てる｡ そして ｢私は世
界を守ってゆこう｣と決心する｡ ｢世界を守って｣ゆくとはどのようなことを意味するのか,具体
































してもおびえているのである｡ 詩の前半では単数形 Ⅰ`'が用いられているのに対して後半では twe'

























































きるであろう｡このような読み方をした場合に,この詩における ｢私｣が ｢暴風警報｣の ｢私｣と













































































































































































して ｢私｣は開かれた態度をとるようになってきた｡この ｢私｣が "A洗erDark'に見られる ｢世
界を守ろうとする｣姿勢をとるまでには,まだいくぱくかの体験の時日が必要であるように思われ
る｡第2特集の出版は1955年であるが,第3詩集の出版までにば約8年の年月が経過している｡
"AfterDark"は第4詩集に含まれ,1964年に書かれているが,この8年余の年月はリッチにとっ
てきわめて多難な時期であった｡この間の経験が彼女の ｢外界｣に対する態度を変えさせたと推測
することができるのであるが,このことを第3詩集の中の詩によってあとづけることが私の今後の
課題である｡
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